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【研究のポイント】 

●東北メディカル・メガバンク（TMM）計画地域住民コホート調査参加者のうち、いわて東北 

メディカル・メガバンク機構が実施した健康調査に参加された 65 歳以上の方 15,727 人

を対象として末梢血から高感度トロポニン T*1 を測定し、脳卒中との関連を探索した結

果、高感度トロポニン T 高値と全脳卒中及び脳梗塞の発症に関連があることがわかりま

した。 

●本研究では、同時に高感度トロポニン T 9 ng/L 以上が高血圧や脂質異常症と比較して

も脳卒中発症に強く関与していることを発見し、健常者であったとしても高感度トロポニン

T 測定が重要となる可能性があります。 

 

【概要】 

 高感度トロポニン T は、一般的に急性心筋梗塞の診断に使用される急性期血液マー

カーです。高感度トロポニン T は急性心筋梗塞の診断以外にも、欧米では健常者にお

ける高感度トロポニン T が心血管疾患発症と関わりがあることが報告されています。一



方で、日本では一般住民コホートにおいて高感度トロポニン T と脳卒中の関わりにつ

いて報告がありませんでした。 

そこで本研究チームは、東北メディカル・メガバンク計画地域住民コホート調査の 65

歳の参加者 15,727 名の方から提供いただいた血液中の高感度トロポニン T を測定

し、その他の生化学・血算データや生理機能を含め、高感度トロポニン T と新規脳卒

中発症との関連を調査しました。その結果、高感度トロポニン T > 9 ng/L と脳卒中、特

に脳梗塞発症に関連があり、高血圧・脂質異常症・腎機能障害と同等以上の関連であ

ることがわかりました。本研究結果は日本初の報告であり、新たな脳梗塞発症リスク評

価として高感度トロポニン T が検討される可能性があります。 

 

【まとめと展望】 

 本研究では、本邦の高齢者において高感度トロポニン T が脳卒中発症と関連がある

ことがわかりました。高感度トロポニン T を測定することで脳卒中発症リスクを別の視点

から評価できる可能性があり、さらなる研究が期待されます。 

 

【用語解説】 

 

＊１高感度トロポニン T 

トロポニン T とは、 心筋細胞においてフィラメントを構成するトロポニン複合体の成分

の一つです。心筋トロポニン T は心筋の損傷を反映して血中に流出するため、急性

心筋梗塞の診断補助マーカーとして重視されており、急性心筋梗塞発症 3 時間後

には判定基準を超え、実際の臨床になくてはならない検査です。 

高感度測定により、健常人値からの数値上昇が把握できるようになり、心血管疾患

のリスク管理への可能性が近年報告されています。  

 

 

 


